
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 
 

学 校 名 大垣市立静里幼稚園 

実 施 期 間 平成２６年１１月１２日（水） 

 

実 施 概 要 

   
 
祖父母参観及びふれあい 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ０ 人 
計 ２４ 人 

地域関係者 ２４ 人 

 

実 施 状 況 

１、受付 

名簿にチェック。名札を着用することで、互いに名前を覚えていただ 

き、ふれあいのきっかけづくりにする。 

２、園児の歌や踊りを見てもらう。 

 ・「秋の歌」「静里幼稚園の歌」「ソーラン」 

３、祖父母とふれあって遊ぶ。 

 ・肩たたきやじゃんけんゲームを一緒に楽しむことで、どの祖父母とで 

  も親しめるようにする。 

４、保育室で一緒に遊ぶ。（こま回し、かるた、あやとり、お手玉等） 

５、おやつを一緒に食べる。 

 ・宝探し…「落ち葉（おやつ引換券）を探そう」 

  保育室に落ち葉を隠しておき、祖父母の方と一緒に探す。色別のお菓 

子の箱の中に入っているお菓子と交換する。 

 ・おやつを食べる。 

   

  

   

 

成果及び課題 

 

 

 

 

 

 

 

○核家族世帯で祖父母とかかわることが少ない子や祖父母が来られない子 

どもたちも、「みんなのおじいさんやおばあさん」として一緒にふれあ 

う姿がたくさん見られた。祖父母の視野の広いかかわりが見られた。 

○お手玉やあやとり、こま等の伝承遊びを設定したことで、祖父母の方が 

喜んで手に取り、楽しんでふれあう姿がたくさん見られた。 

○落ち葉の宝探しは子どもと一緒に楽しむことができた。みんなで声をか 

け合い、とても和やかなふれあいができた。 

●若い祖父母の方も多く、伝承遊びの経験の少ない方もおられた。どの年 

齢層の方でも遊べるような遊びの工夫や配慮が必要である。 

 
 


